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我々は、精神疾患の分子病態を明らかにすべく、患者神経細胞が解析可能とな

る iPS 細胞関連技術やヒト型疾患モデルを利用した融合的な研究を実施してい

ます。具体的には、病態に直結する効果サイズが大きいと考えられる変異を保持

する精神疾患患者由来の iPS 細胞を樹立するとともに、対応する変異を導入し

たヒト型疾患モデルマウスを開発しています。それらの独自のリソースを利用

し、分子・神経回路・行動レベルの研究や明らかにした分子基盤とヒト病態との

関連を解析する研究を推進しています。 
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